


























































4 4 4 4
を装うことが出来る。問の有するこの
必然性こそ、多くの無意味なる問の存在を可能

























































































































































































































































































































































































ヒ ュ レ ー
料因（υλη）と形
エ イ ド ス
相因（ειδσς）と
の結



























































































































ヒ ュ レ ー
料因
（υλη）・始




































































4 4 4 4 4
「存在するもの
4 4 4 4 4 4
」に思惟可





















旋 回 す る 飛 躍 点 で あ る か ら（Da dieser 
Punkt der Sprungpunkt ist, um den sich das 







































































ヒ ュ レ ー
料因・②始




































































































































































































































4 4 4 4 4
ことができ



















































































































































































































































































































































































商 品 は「 非 対 称 的 な 対 称 性（asymmetrical 
symmetry）」である。「非






























































































［要素と集合］     ［商品と貨幣］
 E―S W ― G
  
 E―S［転態］―E W ― G ― W



























偶数の要素は、2, 4, 6, 8, 10である。その集合
（S）は、要素（E） 2, 4, 6, 8, 10をすべて包含する



























































f（0） f（1） f（2） f（3） f（4）


































































4 4 4 4
bの価値を媒介に、《自己の
使用価値□とは異なる非対称的な
4 4 4 4 4
＝自己を否定




























































































 ［T］ ――→ ［F］ ［□］ ――→ ［■］





















































エ イ ド ス
相因＝質





























































































































































態① , ② , ③の2階をなす再帰的累乗過程である。
進行順序はこうである。最初はⅠの左脇の縦






































































































































反転対称操作の２種類   ①②③  　①②③　　　回転対称操作　①②③
 ↓ Φ Φ  ↓  Ψ
 ①③②　  ②①③　　　　　　　　　　③②①
　　　　　　　　　
【対象の対称操作】→【対称操作によって生成する「意味」＝経済学批判の諸概念】


























































































































4 4 4 4
」＝無限系列の内部











































あろう。Essentialism in the thought of Karl Marx, 
Duckworth, 1985の著者スコット・マイクル
（Scott Meikle）は、Aristotle’s Economic Thought, 






7　Franz Biese, Die Philosophie des Aristoteles, 
Neudruck der Ausgabe Berlin 1835 in 2 Bänden, 
Scientia Verlag Aalen 1978。内田弘『資本論のシ
ンメトリー』社会評論社、2015年、215頁を参
照。
8　George E. McCarthy, Marx and the Ancients, 















原典は、Loeb Classical LibraryのAristotle, XVII 
METAPHYSICS, I-IX, Aristotle, XVIII, X-XIV, 
translated by H. Tredennick, Harvard University 
Press, 1980, および Aristoteles, Metaphysik, Bůcher 
I (A)-VI (E), Bůcher VII (Z)-XIV (N), Felix Meiner 














































指 す「 古 典 経 済 学（die klassische politische 
Ökonomie）」という用語は存在するけれども、
マーシャルのいう「新古典派経済学（the neo-











ている。Cf. Geoff Pilling, Marx’s ‘Capital’: Philosophy 
and Political Economy, 1980, Chapter 2 Marx＇s 
































































































































































































































43　Das Kapital ,  Erster Band. Erste Aufgabe, 

















































































David Berlinski, The Advent of the Algorithm: The 
300-Yesrs Journey from an Idea to the Computer, 






































































































































































する》と伝えている（MEW, Bd.29, S.561, etc）。
― 58 ―
専修大学社会科学年報第 52 号
その内容圧縮法が『資本論』の原始的再帰関数
である。『資本論』理解には、『資本論』でその
関数が貫徹する諸事実を解読する作業が不可欠
である。『資本論』における事実と理論は別で
はない。『資本論』の事実は現実的概念であり、
事実の編成原理が理論である。
76　S.53：訳65-66頁。
77　「対角線」をなす（貨幣・生産・商品の三つ
の）資本循環が規則的に無限に増加しうる点に、
カントールの「対角線論法」との類似性が存在
する。
78　S.88:訳126頁参照。『資本論』は近代思想史上、
宗教改革ではなく天文学史の科学革命に存立す
る。戦後日本の「マルクスとヴェーバー」問題
枠は「宗教改革」の陰に「天文学史」を隠すバ
イアスを残した。内田義彦は本稿筆者に、「ス
ミスが天文学史で問題にしたのは、天体現象を
説明する原理の簡潔さの問題であって、それ以
上の問題ではないですね」と語った。筆者は後
に「それ以上の問題であること（例えばブルー
ノやガリレオ対する宗教界の弾圧をスミスが明
示することを回避していること）」を知った。
スミスもカントもマルクスも、天文学史を学問
的旋回軸にしている。内田義彦のその発言は、
本稿筆者への（日本のキリスト者を念頭におい
た）反語的な謎掛けであったかもしれない。内
田弘『資本論のシンメトリー』および前掲論文
「『資本論』と『純粋理性批判』」、「『国富論』の
編成原理と『哲学論文集』」を参照。
79　ゲーデル不完全性定理Ⅰは「形式的算術が真
であっても、その自己証明は不可能ある」とい
う定理である。前掲訳書『史上最大の発明 ア
ルゴリズム』212頁以下を参照。足立恒雄は、
第Ⅰ定理を「自然数論を含むような再帰的体系
Sが無矛盾であれば、それ自身もその否定も証
明できないような命題がSの中にかならず存在
する」と規定する（足立恒雄『無限の果てに何
があるか』角川文庫、2017年、249頁）。再帰
的体系Sは原始的再帰関数に根拠づけられてい
る。
80　ゲーデル不完全性定理Ⅱは「形式的算術が無
矛盾であるということは、証明不可能である」
という定理である。前掲訳書218頁以下を参照。
足立恒雄は第Ⅱ定理を「自然数論を含むような
再帰的体系Sの無矛盾性を、S内で形成された
論証でもって証明することができない」と規定
する（同書250頁）。
81　『資本論』が「集合論的矛盾」・「嘘つきのパ
ラドックス」・「否定的自己言及」・「原始的再帰
関数」・「対角線論法」などをゲーデル不完全性
定理と共有していることが注目される。この点
に、『資本論』（初版1867年）がクルト・ゲー
デルの「不完全性定理ⅠⅡ」（1931年）の「近
傍で（in der Nähe）」記述されている可能性が
ある。なお、労働生産性上昇率（a）を考慮し
た利潤率の規定：p=［M+V（1-1/a）］/［C+V/a］は、
p=（V+M）/Cに無限に接近する傾向であるけれ
ども、それは論理的に長期的な傾向であって、
必然的に実現する収束値ではない。
82　古典経済学の思想史的源泉は、万物を自然の
相でみるアリストテレスの観点（1014b16f.Ⅳ 
Φυσις）にあるだろう。スミスもアリストテレ
スを古典とした。『資本論』の経済学批判は、
古典経済学の「自由の自然的体系＝永遠性説」
への批判である。さらにプルードンたち社会主
義者の「何でも分かる」という科学主義的万能
感に対する批判でもある。対称操作で生成する
経済学批判の諸概念は、「一直線の真理軌道」
ではなく「真偽反転の複合過程」を編成する。
その真偽反転こそ、資本主義的「真理」なので
ある。
